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義務者内の頁 〇／〇頁

納税義務者 住所　静岡県周智郡森町森○○○番地の○○ 氏名又は名称

氏名又は名称
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上段：１階
下段：合計

再建築費（㎡）

評価額

課税標準額

上段：固定
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65.30
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新

　森

　○○○－１

○○〇-1 　専用住宅

　居宅

作成日付：平成○○年○月○日

静岡県周智郡森町固定資産税　名寄帳 兼 課税台帳

H28.08.01

平成○○年度

上段：区分　下段：割合

　木造

　２階建

　○○○－１

　森

償却資産の種類別の評価額、決定価格、課税標準額（特例適用後）を記載しています。

共有資産を持分割合により按分して課税されている場合の税額を記載しています。

※森町では、共有按分課税は行っておりません。

減免措置の

減免税額を記

載しています。

固定資産税、都市計画税の年税額

（第1期~第4期の合計額）

を記載しています。

固定資産税、都市計画税の期別毎の税額を記載しています。

年税額を4期で除し、千円未満の端数は、第1期に合算されます。

軽減措置がある場合の軽減税額を記載しています。 区分所有家屋に係る専有部分の税額を記載しています。

区分所有家屋に係る共用部分の区分、持分割合を記載しています。

特例措置がある場合の対象床面積、軽減税額を記載しています。

・併用住宅床面積

住宅と店舗、事務所等の併用住宅の場合は、その居住部分の面積

・用１~３ 家屋の用途 例：01=居宅、02=共同住宅、09=倉庫

・構造 家屋の構造 例：01=木造、05=鉄骨造、06＝軽量鉄骨造

・屋根 屋根材の種類 例：01=瓦、07=スレート、32=ガルバニウム鋼板

・地上・地下 地上および地下の階層数 を記載しています。

・構造 例：木造、鉄筋コンクリート造、軽量鉄骨造

・階層 例：2階建、平屋建 を記載しています。

・種別 例：専用住宅、附属屋、併用住宅

・用途 例：居宅、店舗、工場・倉庫

を記載しています。

登記家屋番号を記載しています。

所有している

家屋毎の明

細を記載して

います。

家屋の所在地番を記載しています。

・非課税区分 非課税家屋の場合は、「1」

・増改築区分 新築家屋＝新、 増築家屋=増 、改築家屋＝改

・軽減区分 例:03=新築住宅、54=長期優良住宅 を記載しています。

家屋が建築された年月日を記載しています。

上段：１階床面積

下段：床面積合計 を記載しています。

・再建築費（㎡）

基準年度の前年度における再建築費評点数×再建築費評点補正率

・評価額

再建築費評点数×経年減点補正率×評点1点単価 を記載しています。

固定資産税・都市計画税の課税標準額を記載しています。

差引税額＝算出税額－軽減税額を記載しています。

所有している家屋の棟数および床面積、評価額、土地

の地目別の筆数、地積、評価額を記載しています。
・納税義務者は、原則、その資産の所有者となりますが、所有者が死亡している場合は、

その相続人の代表者の住所・氏名

・所有者は、毎年1月1日現在の課税台帳に登録されている資産の所有者 を記載しています。

固定資産税、

都市計画税の

資産毎の課税

標準額を記載

しています。

算出税額＝課税標準額の合計×税率（1.4%または0.2%）を記載しています。

家屋に関する情報

名寄帳の見方 所有者（納税義務者）ごとにとりまとめた資産の明細一覧表です。(記載内容は納税通知書に添付している課税明細書と同じです。)
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非住宅

当年評価額
前年評価額
下落判定評価

下落率(%)
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上段：区分 下段：割合
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都市計画税 住宅数

小規模
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小規模
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水準

当年課税標準額

（特例前の値）

当年課税標準額

（特例前の値）

区分所有家屋に係る共用土地の区分と持分割合を記載しています。

所有している

土地の筆毎の

明細を記載し

ています。

・登記地目： 登記されている地目

・現況地目： 課税上の現況地目

・現況地積： 課税上の地積 を記載しています。

・小規模住宅地積：200㎡以下の住宅用地の地積

・一般住宅地積：小規模住宅用地以外の住宅用地の地積

（上限：家屋の床面積の10倍まで）

・非住宅地積：上記住宅用地以外の地積 を記載しています。

・小規模：200㎡以下の住宅用地の評価額

・一般住宅：小規模住宅用地以外の住宅用地の評価額

・非住宅：上記住宅用地以外の評価額 を記載しています。

・小規模：200㎡以下の住宅用地の課税標準額

・一般：小規模住宅用地以外の住宅用地の課税標準額

負担水準(%)＝前年度課税標準額／本則課税標準額×100

※本則課税標準額

固定資産税：評価額×住宅用地特例率（1/6または1/3）

都市計画税：評価額×住宅用地特例率（1/3または2/3） を記載しています。

上段：特例前の当年度課税標準額

・住宅用地：評価額×住宅用地特例

・住宅用地以外の宅地：評価額×70%

下段：前年度課税標準額 を記載しています。

上段：当年度評価額

中段：前年度評価額

下段：下落判定評価額（基準年度前年の評価額）

を記載しています。

住宅数：その土地に建っている住宅棟数

下落率：当年度評価額÷下落判定評価額 を記載しています。

負担調整とは

土地に係る固定資産税は、評価額が急激に上昇した場合であっても税負担の上昇がゆるやかになるよう課税標準額を徐々に是正する負担調整措置がとられています。

①負担水準が100%以上･･･本年度課税標準額

②負担水準額100%未満･･･次のいずれかの低い額

ア．本年度課税標準額

イ．前年度課税標準額 ＋（本年度課税標準額×5%）

※本年度評価額×20％が上記金額を下回る場合は、本年度課税標準額×20％

①負担水準70%超・・・本則課税標準額×70％

②負担水準60%～70%・・・前年度の課税標準額（据置）

③負担水準60%未満・・・前年度課税標準額」＋（本則課税標準額×5%）

※固定資産税参照

現況地目と負担水準をもとに課税額算出の

ための負担調整率を記載しています。

※一般農地の負担調整

負担水準 負担調整率

0.9～ 1.025

0.8～0.9 1.05

0.7～0.8 1.075

～0.7 1.10

土地に関する情報

住宅用地

住宅用地

以外の宅地

・土地の所在地：土地の所在地番

・非課 特例：非課税または特定措置が適用されている場合は、「１」

・登記地積：登記されている地積 を記載しています。


